
 

 

 

 

 

１．ベンゼン発生源の特定について 

 

当事業所２期施設の液処理設備で処理する油には、前処理工程においてコンデン

サ中の紙、木等が熱分解して生成したベンゼンが含まれています。このベンゼンは、

液処理設備で分解されず、処理済油中に残存しています。（今回の測定結果：濃度１

２０～１３０mg/kg） 

今回、北九州市による排気サンプリングが行われた時の同排気系統の作業状況を

検証した結果、液処理後の処理済油等の遠心分離機のみが稼動しており、分離後の

固形物を充填するコンテナ（固形物充填槽）からの排気が主に排出されていました。 

このため、固形物充填槽内に残存している処理済油に含まれるベンゼンが検出さ

れたものと考えられます。 

 

２．今回検出したベンゼン排出による影響について 

 

（１）周辺環境への影響 

  今回検出された濃度をもとに大気拡散シミュレーションを行った結果、一般大気

環境中のベンゼン濃度に与える影響はごくわずかと言えることから、今回のベンゼ

ン排出が、周辺の大気環境及び人の健康に直ちに影響を及ぼすものではないと考え

られます。 

 

（２）作業環境への影響 

  ベンゼン排出が考えられる固形物充填槽が設置された区域は、固形物の充填後一

定時間室内を密封状態にし作業員も立入禁止にする措置を講じていますので、今回
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のベンゼン検出により、作業環境への影響が懸念されるものではないと考えられま

す。 

 

３．協定値超過の原因調査結果について 

 

（１）固形物充填槽系排気対策の不徹底 

   当該排気処理において排気中の油分が増加し、油分除去が十分に行われず、活

性炭吸着塔に混入した油分によりベンゼンの吸着能力の低下を起こしたものと考

えています。 

 

（２）安全管理面の不備 

  活性炭吸着塔の前段で油分を除去するべき深冷クーラー（熱交換器）が頻繁に

閉塞していたため、熱交換機能を停止させ、活性炭の交換頻度を上げることによ

りベンゼンの協定値遵守に努めていましたが、このような管理方法の変更につい

ては、慎重を期すべきところ、北九州市に相談することなく実施していました。

この背景には、安全管理に対する認識の甘さと対応への体制不備があったと考え

ています。 

 

（３）排気システムの不備 

深冷クーラーはミスト状のベンゼンが除去できていることから排気処理装置と

して有効と考えられるところ、当初想定しなかった量の油による閉塞が頻繁に起

こり、その度に深冷クーラーの清掃を行うために操業を止める必要があることを

踏まえれば、処理の安全と円滑な操業を両立する観点からは排気システムとして

不備があったと考えています。 

 

４．再発防止対策の検討状況について 

以下に掲げるようなソフト・ハード両面の対応や他設備も含めた検証などの総合的

な対策について、今後早急に検討実施していきます。 

（１） 安全管理体制の強化 

北九州ＰＣＢ処理事業所において、安全管理に対する考え方の浸透や安全操業

意識の徹底を図るよう、事業所内管理職及び職員並びに運転作業員への社員教育

を繰り返し行います。 

さらに、安全設備の管理方法の変更はじめ、重大なトラブルに繋がりかねない

対応や軽微な事案について、行政に対する報告及び相談の徹底を図ります。 

 



（２） 排気システムの抜本改善 

北九州ＰＣＢ処理事業所における当該排気中のベンゼン除去対策として、液処

理設備の他の排気系で採用している吸収液処理プロセスを採用し、抜本変更する

よう改善します。 

（３） 他設備を含めた総合的な検証及び他の４事業所の設備の検証 

北九州ＰＣＢ処理事業所において、今回のような安全管理体制やシステムの不

備の事例がないか、他の設備を含めた調査及び検証を実施し、水平展開を図りま

す。 

   また、本社においては、今回の事案を社内で水平展開して全社的な検証を行い、

北九州ＰＣＢ処理事業所以外の事業所における再発防止策を講じてまいります。 

 

 

添付資料 

 ・ベンゼン濃度の協定値超過について（北九州市及び環境省※に提出した報告書） 

 ※：環境省に対する報告書は、北九州市に対する報告書に、上記４．（３）の後段の本社として

の取り組みを加えている他、北九州市の呼称が変わっております。 

 

 

 

 

 

＜連絡先＞ 

中間貯蔵・環境安全事業株式会社北九州ＰＣＢ処理事業所 
所長      氏本 泰弘（ＴＥＬ ０９３－７５２－１１１３） 
総務課長   土田 哲司（      同  上      ） 
安全対策課長 野村 義夫（ＴＥＬ ０９３－７５２－１１８８） 

中間貯蔵・環境安全事業株式会社ＰＣＢ処理事業部 
 部長         東  幸毅（ＴＥＬ ０３－５７６５－１９３０） 
 安全操業課長     安井 仁司（      同  上      ） 
 安全操業課上席調査役 吉﨑 仁志（      同  上      ） 


